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東みよし町は，平成１８年の大合併の際に，旧三加

茂町と旧三好町が合併して誕生した町であり，人口

は約１５，０００人となっている。旧三加茂町は，吉野川

本流が北側の三好市三野町太刀野付近まで蛇行して

いることから，比較的傾斜の緩やかな吉野川南岸に

市街地が広がっていて，水田としての土地利用も多

く，山間地の近くでは一部に棚田も見られる。旧三

加茂町の中心部を北流して町役場の近くを流れる加

茂谷川は，棧敷峠や日の丸山付近を源流とする延長

約７．４kmの河川である。この加茂谷川は，吉野川

南岸の代表的な支流である穴吹川や貞光川，半田川

などの比較的水量が豊富で延長が長い河川とは異な

り，水量は不十分で夏場の農業用水の利用や扇状地

的な地形の影響を受け，渇水時は瀬切れが生じてお

り，昨年度に調査を実施した吉野川市の川田川（山

本ら，２０１２）と状況が類似している。そのため，農

業用水の不足を補うために西庄池や金川池，貞広池

などのため池が作られている。ほかにも，旧三加茂

町西部には稲持谷川，東部には山口谷川などの小河

川が山間部から北流して，平地を通って吉野川本流

に合流している。なお，南東部の険しい山間部には，

火打山や風呂塔を源流とする半田川の支流の大藤谷

川も流れ，つるぎ町との境には土々呂の滝がある。

一方で，吉野川北岸の旧三好町は西部に阿讃山脈

の東山峠付近を水源とする延長１１kmの小川谷川，

ほかに中央部に馬木谷川，東部に黒川原谷川などの
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小河川が流れこむ。吉野川本流もこの付近では流れ
ふち

がゆるく，美濃田の淵を形成している。小川谷川は

水量が十分にあるが，馬木谷川と黒川原谷川などの

小河川は美馬市美馬町（山本ら，２００９）や阿波市（山

本ら，２０１０）の調査対象河川と同様に，上流の水源

である阿讃山脈の降雨量が１，３００ミリ程度（竜王山

アメダス平年値およびメッシュ図より，気象

庁，２０１２a）と比較的少ないこと，扇状地地形を形

成していることなどから，吉野川本流の前に瀬切れ

を引き起こしている。そのため，農業用水不足が深

刻であり，西の池，土井の池などのため池が建設さ

れている。

汚水処理状況については，徳島県環境白書（徳島

県，２０１２a）によると，旧三好町に特定環境保全公

共下水道（三好浄化センター）が平成１５年度から供

用されているが，処理人口は約２，５００人と，下水処

理人口普及率は１６．０％（平成２３年度末現在）に過ぎ

ず，全国最下位である徳島県内の平均値（同，１５．５％）

とほぼ同様である（徳島県，２０１２b）。現在，三加

茂地区にも特定環境保全公共下水道が事業中だが，

まだ供用開始されていない。そのため，合併浄化槽

による汚水処理が中心となるが，その普及率は

２０．４％（平成２３年度末現在）にとどまっており，６割

以上は単独浄化槽やし尿汲み取りで，生活雑排水が

未処理で河川等に放流されていることになり，生活

排水の比率の高い小河川では水質汚濁が深刻である

ことが懸念される。

本調査では，降雨の直接影響を受けにくいと考え

られる日時を選び，２０１２年の８月と９月の２回，吉

野川本流の美濃田の淵，小川谷川，加茂谷川など１１

地点の河川と，西庄池など３つのため池の計１４地点

において採水し，水質調査を実施した。また，８月

の調査では生息する水棲生物相の観察も実施した。

なお，現地で測定した項目は水温，水素イオン濃度

（pH），溶存酸素（DO），水深，川幅，流量であっ

た。また，試料を実験室に持ち帰って浮遊性固形物

濃度（SS），生物化学的酸素要求量（BOD），化学

的酸素要求量（COD），全窒素（T－N），全リン（T－

P），硬度，鉄を測定した。さらに，有害汚染化学

物質としては，環境汚染物質排出移動登録（PRTR）

で水域への排出量が中性洗剤のアルキルエトキシ

レートに次いで多く残留性が比較的高い陰イオン界

面活性剤の直鎖アルキルベンゼンスルホン酸（C１２－

LAS）（環境省，２０１２a）ならびに農薬として水質環

境基準（環境省，２０１３）に含まれるシマジン（CAT）

およびベンチオカーブを測定した。
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本調査では，吉野川本流とその支流，ため池の各

地点について，各地点間の距離，人工的汚濁発生源

の有無，採水容器や簡易水質測定装置を持参して安

全に採水可能かどうかなどを基準に，事前に下見を

実施して選定した。以上を考慮して，水試料の採取

地点は地図（図１）および写真（図２）に示す吉野

川本流の２地点，小川谷川の２地点，加茂谷川の３

地点，ため池３地点，黒川原谷川，稲持谷川，山口

谷川，大藤谷川の計１４地点とした。以下，選定地点

の状況について観察された水棲生物とともに概説す

る。

地点①は小川谷川の上流の東山小学校付近とし

た。岩盤の上を水が流れ，流速は比較的速かった。

アユはサイズが大きく揃っており，体色が黒っぽい

ことから放流されたものであると考えられる。ほか

に，アマゴやサワガニ，ツチガエル（図３）なども

確認された。

地点②は小川谷川下流で県道鳴門池田線の橋であ

る昼間橋のやや上流付近とした。この付近には魚類
せき

等の回遊を意識した魚道の付いた堰があり，その下

流側では釣り人も見かけた。水試料の採取は堰の上

流部で，水棲生物の観察は堰の上流・下流の両方で

おこなった。両側回遊種であるアユとオオヨシノボ

リ（図３）を多く確認できた。水際には抽水植物が

多くあり，ミナミヌマエビが多く確認できた。ほか

にも，タカハヤ，カワムツ，オイカワ，カワニナ

（図３）も確認することができた。

地点③は，旧三好町の昼間と足代の境付近に位置

する西の池とした。人工的なため池であり，一部で

藻類の繁茂も確認されたが，顕著ではなかった。小

さな流れ込みの周辺ではカワヨシノボリを確認でき

た。ほかには，ウシガエルのオタマジャクシや幼魚

だけだが外来種のブルーギルを多数確認することが

できた（図３）。
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地点④は，旧三好町の東部の足代地区を流れる黒

川原谷川の中流部とした。この川は山間地から平地

に出た際に典型的な扇状地地形を形成しており，付

近では比較的勾配があって堰が連続しており，瀬切

れが確認された。しかし再度湧水によって流れがで

きていて，付近に三好浄化センターがある吉野川本

流との合流点まで小さな瀬や淵が連続していた。サ

ワガニ（図３）とカワムツが確認された。

地点⑤は，吉野川本流の大きな淵である美濃田の

淵の付近とした。河床はほとんど砂であったが，所々
れき

にある礫にはアユのはみ跡が確認できた。１個体だ

け捕獲できたアユ（図３）は，下顎側線孔の状態か

ら放流したものではなく天然ものの可能性が高い。

その他コウライニゴイの幼魚が多く見られた。

地点⑥は稲持谷川の上流部で，山間地から平地に

移行する部分で，落差工（流れが急になるのを防ぐ

ための段差）が短い区間に連続していて，一部で瀬

切れも確認された。サワガニ，タカハヤ，カワヨシ

ノボリを確認した。

地点⑦は２つ並んだため池（貞広池と金川池）の

うち面積が大きく東側に位置する金川池とした。用

水路からの流れ込み横の水たまりで，サワガニを１

個体確認した。付近の釣り人に確認したところ，過

去にブラックバス，ブルーギル，コイを釣ったこと

があるとの情報を得た。

地点⑧は加茂谷川の上流部の西庄小学校（休校中）

付近とした。この付近は樹冠に覆われ河床は大きな

石が優占し，淵と瀬が連続している上流部の様相で

あった。淵でアユを数個体確認できたが，中流部に

は明らかにアユが超えられない大きな堰があるた

め，人工的に放流されたものと考えられる。ほかに

アマゴやタカハヤも確認できた。

地点⑨は加茂谷川中流の落差の大きな堰の下流に

ある出口橋付近とした。橋のやや上流部には幅の広

いスロープのある堰があり，右岸側から農業用に取

水されており，西庄池等に流れ込んでいるものと考

えられる。アユのほか，タカハヤ（図３），サワガ

ニ，カワヨシノボリ，カワムツ（図３）などが見ら

れた。

地点⑩は西庄池とした。人工的なため池ではある

が，場所によっては底が見えるほど水が澄んでい

て，抽水植物や沈水植物に覆われている場所が多

かった。流れ込み付近でオオヨシノボリの幼魚を１

個体確認した。ニシキゴイも見かけた。

図１ 調査地点の地図

阿波学会紀要 第５９号（pp.１１―２２）２０１３.７

��



図２ 水試料採取地点周辺の写真

地点① 地点② 地点③

地点④ 地点⑤ 地点⑥

地点⑦ 地点⑧ 地点⑨

地点⑩ 地点⑪ 地点⑫

地点⑬ 地点⑭
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地点⑪は加茂谷川下流の東みよし町役場近くの国

道１９２号線にかかる中筋橋のやや下流とした。８月

の調査時は渇水と農業用水の取水に伴って瀬切れし

ていた。９月の調査時は水が流れていたが，水棲生

物の調査は実施しなかった。

地点⑫は吉野川本川の角の浦大橋のやや上流，「ぶ

ぶるパークみかも」付近とした。この付近は洪水防

止のための竹林が広がっていて，その中に公園があ

る。タカハヤ，イトモロコ（図３），カワムツ，オ

イカワ，シマヨシノボリ（図３），ミナミヌマエビ，

カワニナなど多様な種が確認できた。

地点⑬は，山口谷川の JR徳島線のガード下付近

とした。現在，山口谷川の下流部は，水門の設置や

河床・護岸の大規模な整備や改修工事中であり，工

事部分の直上の淵には大型のコウライニゴイが確認
えんてい

できた（図３）。この堰堤のすぐ上はなだらかであ

図３ 観察された水棲生物の写真

ツチガエル（地点①） オオヨシノボリ（地点②） カワニナ（地点②）

オタマジャクシ（地点③） ブルーギル（地点③） サワガニ（地点④）

アユ（地点⑤） カワムツ（地点⑨） タカハヤ（地点⑨）

イトモロコ（地点⑫） シマヨシノボリ（地点⑫） コウライニゴイ（地点⑬）

阿波学会紀要 第５９号（pp.１１―２２）２０１３.７

��



り流れはゆるやかになっている。河岸には抽水植物

が見られ，そこにカワムツやオイカワの幼魚やミナ

ミヌマエビがたくさん確認できたほか，放流された

とみられるキンギョも見られた。

地点⑭は，半田川の支流である大藤谷川の土々呂

の滝のやや上流付近とした。この付近は山間部であ

り，あまり汚濁発生源などは見られないが，水量は

かなり多かった。多数のアマゴとアユが確認できた。

瀬ではアマゴが複数泳いでおり，淵ではアマゴとア

ユが一緒に群れを成しているように見えた。

各地点における水試料の採取は，三好市池田およ

びつるぎ町半田に設置されている気象庁のアメダス

雨量計のデータ（気象庁，２０１２）を参考に，降雨に

よる初期流出の影響が大きくないと考えられる２０１２

年の８月９日と，前日に降雨があったがその影響は

大きくないと考えられる９月４日とした。それぞれ

の試料は適切な容器に入れて，４℃に保ちながら速

やかに実験室に持ち帰った。

������

１）現地での測定項目

試料採取を行った２０１２年の８月９日，と９月４日

の２回，現地で水温，pH（水素イオン濃度），DO

（溶存酸素），EC（電気伝導度），水深，川幅，流量

を測定した。水温，pHは pH計（堀場製作所製 D－

５１）を，DOと電気伝導度は現場測定用電極を装着

したポータブル水質測定計（HACH社製 HQ４０d）

を用いて測定した。流量は広井電気式流速計（三映

測量製）によって川幅に応じて流速を各地点２ヶ所

以上測定し，川幅や水深の値と合わせて流量に換算

した。なお，ため池や吉野川本流では流量は測定し

なかった。

２）BODおよびCOD測定

BOD（生物化学的酸素要求量）は，採取後速や

かに実験室内に持ち帰った河川水に緩衝液，硫酸マ

グネシウム溶液，塩化カルシウム溶液，塩化鉄溶液

を加え，１０１mLふらん瓶３連にわけた。一つは１５

分後，残りは，５日後に DO計（堀場製作所製 D－５１）

によって DOを測定し，その差を BODとした（日

本規格協会，１９９８）。

COD（化学的酸素要求量）は水試料をガラス繊

維ろ紙（Whatman社製 GF/B，孔径１．０μm）でろ

過し，５０mLをとり，硫酸酸性下で過マンガン酸カ

リウムを用いて３０分間９０℃で試料を酸化した後，一

定量のシュウ酸ナトリウムを加えて還元し，再び過

マンガン酸カリウムで逆滴定した。

３）T－N，アンモニア性窒素および T－P測定

検水をガラス繊維ろ紙でろ過し，水酸化ナトリウ

ムによってアルカリ性にした状態でペルオキソ二硫

酸カリウムを入れて，有機物を高圧蒸気滅菌器に

よって１２０℃で１５分間酸化・分解した。その後，T－N

（全窒素）は紫外線吸収法，T－P（全りん）はモリ

ブデンブルー法を用いて測定した（日本分析化学会

北海道支部，２００５）。アンモニア性窒素（NH４＋－N）

は，インドフェノール青法（日本分析化学会北海道

支部，２００５）を用いて測定した。それぞれ，分光光

度計は日立 U－１５００を使用した。

４）SS測定

SS（浮遊性固形物）はあらかじめ洗浄・乾燥し

たガラス繊維ろ紙を秤量し，検水１Lをろ過し，ろ

紙を１０５℃で乾燥して秤量することによって求めた。

５）硬度・鉄濃度

検水をガラス繊維ろ紙でろ過し，硬度は全硬度を

アンモニア緩衝液中で EDTAにより滴定するキ

レート滴定法（日本分析化学会北海道支部，２００５）

により測定し，炭酸カルシウム当量に換算した。鉄

は，１，１０－フェナントロリンを用いた分光光度法（日

本分析化学会北海道支部，２００５）により測定した。

６）C１２－LASおよび農薬（シマジンおよびベン

チオカーブ）濃度測定

検水は採取後４℃で保存して速やかに実験室内に

持ち帰った。ガラス繊維ろ紙でろ過後，Waters社

製の Sep－Pak Plus C１８カートリッジに５００mL通水

して保持したものを１０mLのメタノールで溶出し，

C１２－LASは蛍光・吸光検出器付高速液体クロマト

グラフィー（HPLC：島津製作所製 LC－１０ADVP）

で測定（環境省，２０００）した。なお，カラムは

WAKOSIL（和光純薬工業製，内径４．６mm；長さ

１５０mm；充填剤粒径５μm）を，移動相はアセトニ

トリル・水（６０：４０）とした。C１２－LASの検出限

界は，０．０１４μg/Lであった。農薬（除草剤）のベ

ンチオカーブ（benthiocarb）とシマジン（CAT）
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については，同様のカートリッジからアセトン・

n－ヘキサン（３０：７０）混合液で溶出して，窒素ガ

スを吹き付けることで１００μLまで濃縮してガスクロ

マトグラフ質量分析器（GC－MS）（日本電子製，

JMS－Q１０００GC MK－II）を用いて測定した。カラ

ムは Agilent Technologies（J&W Scientific）社製

の DB－５MS（内径０．２５mm；膜厚０．２５μm，長さ

３０m）を用いた。ベンチオカーブと CATの検出限

界はそれぞれ０．０１９μg/L，０．２１μg/Lであった。な

お，時間とコストの観点から C１２－LASおよび農薬

については汚濁が懸念される地点②，④，⑪，⑬の

４地点でのみ測定を実施した。

�������	
��

各水質項目の測定結果の一覧を，８月分を表１

に，９月分は表２に示す。

DOならびに BODの各地点での値について，８

月および９月の結果をプロットしたものをそれぞれ

図４および図５に示す。同様に栄養塩である T－N

および T－Pの値について８月および９月の結果を

プロットしたものを図６および図７に示す。

まず，流量や川幅の値は表１および２に示すよう

に地点によって多少のばらつきがあるが，９月の方

が８月の値より高かった。先述したように地点③，

⑦，⑩のため池，地点⑤，⑫の吉野川本流では測定

できなかった。気象庁（２０１２b）のアメダス雨量観

測データにおいて採水日前の降雨を検索してみる

と，８月９日の採水前は，三好市池田で８月１日に

４ミリ，８月６日に６．５ミリの降雨を観測している

ほか，つるぎ町半田では８月１日に１０ミリの降雨を

観測したに留まっており，やや少雨傾向であった。

一方，９月４日の採水前は池田では８月２８日から前

日の９月３日までほぼ毎日降雨の計５３ミリの降雨が

観測されており，半田でも８月２８～３０日の間に計２２

ミリ，前日の９月３日に３３ミリと雨水の浸透・流出

の影響をある程度受け，流量が比較的多くなってい

るものと考えられる。

現地でのポータブル測定器による水質測定項目の

結果について見てみると，水温は，小川谷川，加茂

谷川，大藤谷川の上流部であるそれぞれ地点①，

⑧，⑭で比較的低く，２０～２１℃程度となっている一

方で，水の流れのないため池のうち，特に日当たり
よど

がよい上に浅くて水が澱んでいる西の池（地点③）

などでは夏季の日中の気温である２９℃程度まで水温

が上昇していたほか，水量が少なく旧三加茂町付近

の生活排水や水田の排水などの影響が考えられる地

点⑪も比較的水温が高かった。湧水の影響を受ける

と考えられる地点④はやや低い傾向であった。この

ような全体的傾向は，２０１１年の川田川・ほたる川

（山本ら，２０１２）や２００９年の阿波市の調査（山本

ら，２０１０），２００８年の美馬市美馬町（山本ら，２００８）

とほぼ同様であった。

DOについては，図４および５からもわかるよう

に，扇状地地形で酸素との接触が少ない湧水の影響

を受けている地点④で水質環境基準の生活環境項目

の類型 AAもしくは Aに準ずる基準値７．５mgO２／L

（環境省，２０１３）を下回っていた。飽和溶存酸素濃

度は温度が低いほど高く，３０℃で７．８，２５℃で８．４，

２０℃で９．２mgO２／L（Sawyerら，１９９４）であること

が知られているが，西の池では水温が高いものの，

藻類の繁茂に伴ってやや過飽和になっていた。過去

にため池の調査をした２００９年の阿波市（山本

ら，２０１０）や２００８年の美馬市美馬町の調査結果（山

本ら，２００９）の際も同様の傾向が観察された。一方

で，ほかの金川池（地点⑦），西庄池（地点⑩）は

そういう傾向は明らかではなかった。

pHについては，西の池（地点③）で先述した８

月の藻類増殖に伴う炭酸同化による pH上昇が顕著

であり，８．９１となっていた。他の地点では，水質環

境基準値内の６．５から８．５の間であった。

ECは９月の測定において，小川谷川の地点①と

②，黒川原谷川（地点④）や加茂川谷川の中・下流

（地点⑨および⑪）で比較的高い傾向を示し，１６０～

２００μS/cmと他の地点と比べて高く，吉野川本流の

地点⑤および⑫では逆に低い傾向が見られた。

実験室内で測定した項目の測定結果では，有機汚

濁の指標であり，河川の水質評価において最も一般

的な BODの値（図４および図５）を見てみると，０．５

から２．３mgO２／Lまでややばらつきが見られた。傾

向としては，地点①の小川谷川の上流部や地点⑨，

⑬のような支流の中流域で１mgO２／Lを下回ってい

たが，ため池や下流部，吉野川本流ではそれよりは
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やや高く１～２mgO２／Lの地点が多かった。徳島県

の公共用水域での測定結果（徳島県，２０１２c，２０１３）

と比較すると，徳島県内でも最も水質レベルが悪い

打樋川（阿南市）や田宮川（徳島市），新池川（鳴

門市）の BOD年平均値は４～７mgO２／L程度であ

り，それに比べると格段に低く，逆に穴吹川（山本

ら，２００８）や貞光川（山本ら，２０１１）ほどではなく，

前年の川田川ほかの調査結果（山本ら，２０１２）と類

似した傾向であった。

一方，前年同様に CODについても全ての地点に

ついて測定した。CODは BODとほぼ同様だが，湖

沼や海域の評価に利用されており，易分解性でない

有機物や一部の無機物の影響を受けるという違いが

あり，CODの方が濃度が高くなる傾向がある。今

表１ 水質測定結果のまとめ（８月９日測定分）

地点番号・地点名
水質項目ほか

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
東山小前 昼間橋 西の池 黒川原谷川 美濃田の淵 稲持谷川 金川池

時刻 ９：３６ １０：０７ １０：３１ １０：５１ １１：１０ １２：２５ １２：２７
気温（℃） ２６．８ ３０．１ ３２．３ ２９．８ ２８．３ ２９．８ ３１．５
水温（℃） ２０．３ ２４．７ ２９．５ ２１．１ ２２．８ ２３．９ ２６．８
pH ７．６１ ７．７９ ８．９１ ７．２８ ７．３９ ７．８９ ７．３７

DO（mgO２／L） ８．３１ ８．５２ １０．９０ ６．４５ ８．１９ ８．９３ ７．８０
EC（μS/cm） １４５ １４８ １５３ １８０ ５９ ３１ ６１
流量（m３／s） ０．１５ ０．１１ － ０．０１ － ０．１２ －
川幅（m） ２．６ ７．０ － １．８ － ５．０ －
水深（cm） ３２ ２１ － １０ － １５ －
SS（mg/L） ＜５ ＜５ ９．３ ＜５ ＜５ ＜５ ＜５

BOD（mgO２／L） １．０±０．１ １．４±０．３ ２．０±０．０ ２．３±０．１ １．９±０．２ ２．２±０．１ １．２±０．１
COD（mgO２／L） １．６±０．２ １．８±０．２ ２．４±０．１ １．５±０．４ １．９±０．１ １．５±０．３ １．９±０．１
T－N（mgN/L） ０．９６±０．０５ ０．８２±０．２７ ０．２９±０．０４ １．０３±０．６５ １．２４±０．８８ ＜０．２９ ＜０．２９
T－P（mgP/L） ０．０２７±０．０００８０．０４６±０．００２０．０５９±０．０００８ ＜０．０１４ ＜０．０１４ ＜０．０１４ ＜０．０１４
NH４＋－N（mgN/L） ０．０３７±０．００３ ＜０．０２８ ＜０．０２８ ０．０３０±０．００３ ＜０．０２８ ＜０．０２８ ＜０．０２８
Fe（mgFe/L） ＜０．０５ ＜０．０５ ＜０．０５ ＜０．０５ ＜０．０５ ＜０．０５ ＜０．０５

全硬度（mgCaCO３／L） ６９±１ ６９±２ ５０±１ ４４±０ ２５±１ ３３±０ ２３±１
C１２－LAS（μg/L) － ＜０．０１４ － ＜０．０１４ － － －
CAT（μg/L） － ＜０．０１９ － ＜０．０１９ － － －

benthiocarb（μg/L） － ＜０．２１ － ＜０．２１ － － －

地点番号・地点名
水質項目ほか

⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
西庄小前 出口橋 西庄池 中筋橋 ぶぶるパーク 山口谷川 大藤谷川

時刻 １３：０９ １３：３０ １３：４５ － １４：１２ １４：３０ １６：１４
気温（℃） ２１．８ ２６．５ ２７．７ － ２７．６ ２８．５ ２４．８
水温（℃） ２１．０ ２２．０ ２４．１ － ２５．０ ２２．１ ２１．０
pH ７．５２ ７．５５ ７．４８ － ７．４１ ７．４５ ７．１２

DO（mgO２／L） ８．２９ ８．１８ ８．３１ － ８．６５ ８．１８ ８．３０
EC（μS/cm） ８０ ８３ ４７ － ５６ １１１ ６９
流量（m３／s） ０．３３ ０．２７ － － － ０．１５ ０．１１
川幅（m） ４．５ ５．２ － － － ３．４ ４．１
水深（cm） ３８ ３５ － － － ２５ ３４
SS（mg/L） ＜５ ＜５ ＜５ － ＜５ ＜５ ＜５

BOD（mgO２／L） １．８±０．１ ０．９±０．３ １．１±０．１ － １．１±０．３ ０．９±０．１ ０．８±０．３
COD（mgO２／L） １．７±０．２ １．１±０．４ １．９±０．１ － １．５±０．６ １．６±０．１ １．４±０．１
T－N（mgN/L） ０．７２±０．３０ ０．６９±０．２９ ＜０．２９ － ＜０．２９ ＜０．２９ ＜０．２９
T－P（mgP/L） ＜０．０１４ ０．０２９±０．００３ ＜０．０１４ － ＜０．０１４ ＜０．０１４ ＜０．０１４
NH４＋－N（mgN/L） ＜０．０２８ ＜０．０２８ ０．０２９±０．０１３ － ＜０．０２８ ０．０３４±０．００５ ０．０３４±０．００３
Fe（mgFe/L） ＜０．０５ ＜０．０５ ＜０．０５ － ＜０．０５ ＜０．０５ ＜０．０５

全硬度（mgCaCO３／L） ３７±１ ３９±０ ２８±１ － ２７±０ ５４±０ ３３±０
C１２－LAS（μg/L) － － － － － ＜０．０１４ －
CAT（μg/L） － － － － － ＜０．０１９ －

benthiocarb（μg/L） － － － － － ＜０．２１ －
検出限界 C１２－LAS：０．０１４μg/L, CAT：０．０１９μg/L, benthiocarb：０．２１μg/L
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回の調査では，１．１～３．０mgO２／Lの範囲内で，最も

高くなったのは西の池（地点③）の９月の測定値で

あった。藻類の増殖に由来した物質のほか，人為的

な汚染の影響が考えられる。

SSについては，８月の西の池で藻類に由来する

と考えられる濁質が確認されたが，それ以外はすべ

て５mg/L未満と，明らかな濁質が観察された地点

はなかった。この結果は，９月４日の調査時も前日

の降雨の初期流出に伴う濁質の影響を受けているわ

けではないことも示唆している。

窒素やリンなどの栄養塩（図６，図７）について

は，T－Nが小川谷川の地点①と②で比較的高かっ

た。全体としてはややばらつきが大きく，８月の結

果と９月の結果が一致しない地点も多く見られた。

表２ 水質測定結果のまとめ（９月４日測定分）

地点番号・地点名
水質項目ほか

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
東山小前 昼間橋 西の池 黒川原谷川 美濃田の淵 稲持谷川 金川池

時刻 ９：２５ ９：５１ １０：０２ １０：２０ １０：３７ １１：０８ １０：５６
気温（℃） ２２．９ ２７．９ ２９．０ ２８．５ ２８．２ ２７．８ ２８．８
水温（℃） ２１．９ ２３．９ ２８．０ ２２．９ ２２．０ ２３．２ ２４．７
pH ７．１７ ７．３０ ８．０４ ７．２９ ７．６３ ７．４１ ７．２７

DO（mgO２／L） ８．５８ ８．６０ ９．４８ ７．１６ ９．０１ ９．０７ ８．３４
EC（μS/cm） １４２ ２０２ １５０ ２２１ ５９ ９４ ５７
流量（m３／s） ０．３８ ０．５６ － ０．０３ － ０．０８ －
川幅（m） ３．４ ８．２ － ２．１ － ３．５ －
水深（cm） ４０ ３８ － １２ － １５ －
SS（mg/L） ＜５ ＜５ ＜５ ＜５ ＜５ ＜５ ＜５

BOD（mgO２／L） ０．９±０．３ １．１±０．１ １．２±０．４ １．２±０．０ ２．０±０．６ ０．４±０．０ １．２±０．４
COD（mgO２／L） ２．８±０．２ ２．２±０．２ ３．０±０．２ ２．２±０．３ ２．１±０．２ ２．１±０．２ ２．３±０．１
T－N（mgN/L） １．４３±０．２０ １．０３±０．１２ ０．４５±０．１４ ２．１９±０．２３ ＜０．２９ １．４３±０．２５ ＜０．２９
T－P（mgP/L） ＜０．０１４ ＜０．０１４ ＜０．０１４ ＜０．０１４ ＜０．０１４ ＜０．０１４ ＜０．０１４
NH４＋－N（mgN/L） ＜０．０２８ ＜０．０２８ ＜０．０２８ ＜０．０２８ ＜０．０２８ ＜０．０２８ ＜０．０２８
Fe（mgFe/L） ＜０．０５ ＜０．０５ ＜０．０５ ＜０．０５ ＜０．０５ ＜０．０５ ＜０．０５

全硬度（mgCaCO３／L） ４１±０ ６１±０ ４７±０ ７１±０ ２３±０ ３７±０ ２４±０
C１２－LAS（μg/L) － ＜０．０１４ － ＜０．０１４ － － －
CAT（μg/L） － ＜０．０１９ － ＜０．０１９ － － －

benthiocarb（μg/L） － ＜０．２１ － ＜０．２１ － － －

地点番号・地点名
水質項目ほか

⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
西庄小前 出口橋 西庄池 中筋橋 ぶぶるパーク 山口谷川 大藤谷川

時刻 １１：５１ １２：１４ １２：３０ １２：５１ １３：４４ １４：３０ １５：０６
気温（℃） ２６．０ ２７．１ ２７．１ ２８．８ ３０．５ ２９．１ ２３．６
水温（℃） ２０．５ ２２．１ ２２．５ ２７．８ ２３．２ ２３．０ １９．８
pH ７．１１ ７．８０ ７．４１ ７．４１ ７．１５ ７．６３ ７．６１

DO（mgO２／L） ８．６１ ８．５６ ８．２８ ７．８８ ８．７５ ８．３２ ８．６４
EC（μS/cm） ９７ １５２ ８７ １６１ ６４ １２１ ９６
流量（m３／s） ０．５５ ０．８６ － ０．６４ － ０．３２ １．３６
川幅（m） ４．６ ６．１ － ３．７ － ３．８ ５．３
水深（cm） ３３ ５３ － ４１ － ３０ ３０
SS（mg/L） ＜５ ＜５ ＜５ ＜５ ＜５ ＜５ ＜５

BOD（mgO２／L） ０．９±０．６ １．０±０．１ １．５±０．４ １．３±０．４ １．３±０．５ ０．９±０．１ １．３±０．７
COD（mgO２／L） ２．２±０．２ ２．０±０．１ ２．４±０．４ ２．５±０．２ １．９±０．３ ２．０±０．１ １．８±０．２
T－N（mgN/L） １．５１±０．６０ ０．９３±０．０６ １．７７±０．３７ １．４３±０．０３ ０．３５±０．０８ １．０３±０．３７ ０．７３±０．２１
T－P（mgP/L） ＜０．０１４ ＜０．０１４ ＜０．０１４ ＜０．０１４ ＜０．０１４ ＜０．０１４ ＜０．０１４
NH４＋－N（mgN/L） ＜０．０２８ ＜０．０２８ ＜０．０２８ ＜０．０２８ ＜０．０２８ ＜０．０２８ ＜０．０２８
Fe（mgFe/L） ＜０．０５ ＜０．０５ ＜０．０５ ＜０．０５ ＜０．０５ ＜０．０５ ＜０．０５

全硬度（mgCaCO３／L） ３７±０ ３９±０ ２９±０ ３９±０ ２３±１ ４６±０ ３３±０
C１２－LAS（μg/L) － － － ０．７９±０．７５ － ＜０．０１４ －
CAT（μg/L） － － － ＜０．０１９ － ＜０．０１９ －

benthiocarb（μg/L） － － － ＜０．２１ － ＜０．２１ －
C１２－LAS検出限界：０．０１４μg/L, CAT：０．０１９μg/L, benthiocarb：０．２１μg/L
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T－Nの濃度レベルは，２００９年調査の阿波市（山本

ら，２０１０）や２０１１年調査の川田川・ほたる川（山本

ら，２０１２）に近い傾向であった。さらに徳島県内河

川の水質調査結果（徳島県，２０１２b）と比較すると，

汚濁レベルは比較的清澄な穴吹川，海部川，宍喰川

などほど低くはなく，どちらかといえば都市部の河

川に近い傾向であった。アンモニア性窒素の濃度が

概して低いことから，農業用の肥料分の溶出等も汚

濁の要因として考えられる。一方，T－Pについて

は８月の西の池（地点③）でやや高かったが，ほと

んど地点で検出されなかった。今回の測定時の感度

不足の問題もあるが，富栄養化の問題が深刻なケー

スは西の池以外は見当たらなかった。

鉄イオンは全ての地点で検出限界以下であり，前

年の川田川・ほたる川の調査（山本ら，２０１２）と同

様に，飲料水質基準値０．３mg/L（住友ら，２００７）を

大きく下回っていた。全硬度については，現地測定

項目の ECとほぼ同様の傾向を示した。吉野川本流

では，硬度が４０mgCaCO３／L程度の軟水で，わが国

のほかの水道水源と同様の一般的な硬度の水質であ

ることがわかった。逆に小川谷川（地点①，②）や

黒川原谷川（地点④）など北岸で比較的高かった。

C１２－LASについては，９月測定の地点⑪におい

て０．７９μg/Lと比較的高い濃度で検出された。この

濃度は２０１１年のほたる川（山本ら，２０１１），２００８年

の美馬市美馬町（山本ら，２００９）の調査の最大値の

１０分の１程度で，過去の徳島市周辺河川での測定結

果との比較では，徳島市の冷田川，田宮川などの汚

濁が進む河川の測定値（田村ら，２００７）ほど高くは

なかった。これは，旧三加茂町の中心部では特定環

境保全公共下水道がまだ供用されておらず，近隣の

住宅地や小規模事業所からの未処理の生活雑排水の

流入していることを示唆している。

一方，農薬類については，前年と同様にシマジン

（CAT），ベンチオカーブともに全ての地点で検出

限界未満だった。今回調査した８月および９月は水

田除草剤の通常の散布時期とややずれていることや

これらの物質の全国的な使用が減っていることなど

か，検出されなかったものと考えられる。

東みよし町の下水道・浄化槽を合わせた汚水処理

人口普及率は，平成２３年度末で３６．４％（徳島県，

２０１２a）と徳島県全体の５１％や全国平均の８５％より

もかなり低い。町内の市街地ほぼ全域について，特

定環境公共下水道の整備が計画されているが，供用

されているのは旧三好町の一部に過ぎない。下水道

整備が計画されている地区については，単独浄化槽

図４ 各地点のDOおよび BOD濃度（８月９日） 図５ 各地点のDOおよび BOD濃度（９月４日）

図６ 各地点の T－N，T－P濃度（８月９日） 図７ 各地点の T－N，T－P濃度（９月４日）
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から浄化槽への切り替え，浄化槽の設置などに補助

金が十分に交付されないなどの問題も指摘されてい

る。昨今の国と地方の財政難が続く中で，計画通り

に下水道整備が進むとは考えにくく，人口密度や周

辺の汚濁発生源（事業所，農作地，畜産関係施設な

ど）の有無，放流先の河川の状況に応じて，下水道

と浄化槽整備のバランスをとる必要がある。また，

浄化槽が設置されている場合は，その点検・整備を

実施しなければ，放流水質の悪化を招くことから，

生活排水や小規模事業所由来の汚濁負荷低減のため

にも，この点を周知・徹底していく必要もある。「吉

野川輝く環境共生のまちづくり構想」を重点構想に

掲げる東みよし町（２００８）が，この課題や構想にど

の程度本気で取り組むかが問われている。

また，加茂谷川では夏季において深刻な瀬切れが

確認された。これは地形による自然的要因にとどま

らず，農業用水の過剰な取水も要因となっており，

回遊魚などの水生態系を保全するためには，流水の

確保も重要である。

ため池の１つである西の池では特定外来種である

ブルーギルをはじめとした外来種の移入も見られ

た。外来生物法（環境省，２０１２b）によって厳しい

罰則制度があるが，釣り人や住民のモラルの問題も

あり，豊かな生態系が脅かされる危険性があること

を忘れてはならない。

なお，最後に，今回も例年と同様に時間とコスト

関係上，１４地点２回（８月と９月）の調査を実施し

たに留まった。より一般的な水環境について議論す

るには，より広範かつ通年・経年的な水辺の水質・

生物相の調査ならびに管理をしていく必要がある。

������

水質班では８月および９月の２回，東みよし町を

流れる吉野川の本流と支流，ため池の計１４地点の水

質化学調査と生物相調査を実施した。水質は小川谷

川や加茂谷川・大藤谷川の上流，吉野川本流などで

は概ね良好であり，測定結果は過去の吉野川流域の

調査と類似している点が多くみられた。生物相調査

では，上流部や吉野川本流でアユが見られたほか，

瀬切れの影響からか回遊魚の存在が見られない地域

もあった。ため池では一部，放流による外来種の移

入も懸念された。

現在，旧三好町に供用された特定環境公共下水道

の整備が進んできているが，その建設・供用のペー

スは十分といえず，汚水処理普及率は県の平均を大

きく下回っている。汚濁負荷の低減による水質保全

のためには，迅速な下水道の整備のほかにも，地域

住民による浄化槽の整備・点検の着実な実施が望ま

れる。
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